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　ワイワイ作ったちっちゃなこいのぼり。

五月晴れの空に夢をのせて

元気いっぱいおよぎます。

　　　圃休日救急医

5月17日山口医院（麦羨冑）855－2003

24日至誠堂医院（西潮凍）852－3276

31日池田医院（本町西）852一・2581

6月7日山口医院（袋町中）852－2174



蓼
も

5月3日

　
今
年
の
新
成
人
は
、
男
子
七
十
五
人
、
女
子
七
十
一
人
、

計
百
四
十
六
人
で
、
お
よ
そ
七
九
％
の
百
十
六
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
中
で
、
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
四
十
人
、
全

体
の
わ
ず
か
二
七
％
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
成
人
式
が
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
今
年
で
十
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
出
席
率
が
例

年
に
比
べ
よ
か
っ
た
の
は
、
手
軽
に
帰
省
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
友
達
と
の
再
会
の
チ
ャ
ン
ス

だ
と
い
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
を
離
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
る

若
い
人
た
ち
が
、
町
の
成
人
式
に
参
加
し
て
く
れ
た
と
い

う
す
ば
ら
し
い
事
実
を
、
ぜ
ひ
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、

今
後
大
き
く
役
立
て
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

翻
鐵
講
灘

俳優児玉　清さん
「どこまで公平な眼で

　　物ごとを見られるか？」

籐麹難鍛
瓢￥

纏

諺

麟懸難璽



…
枝
江
江
治
史
男
子
弘
樹
隆
功
夫
美
子
文
澄
子
枝
美
恵
樹
利
子
子
子
子
彦
明
美

…
和
里
芳
幸
一
増
洋
行
英
　
　
光
奈
リ
元
真
仁
光
昌
　
直
登
幸
因
代
知
克
正
直

皿
林
林
橋
井
橋
山
田
木
橋
木
橋
川
坂
坂
坂
子
坂
坂
条
条
村
桐
橋
谷
坂
坂
口
堀
堀
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小
小
高
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小
区
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小
高
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岩
　
　

大
　
　
小

行
浩
子
満
幸
隆
武
美
泉
幸
一
也
子
子
子
子
子
枝
実
広
史
仁
子
子
み
春
忍
之
子
勲
明
男

敏
政
貴
　
啓
　
　
一
　
直
建
卓
靖
且
寿
京
美
合
　
康
悟
昭
葉
美
ろ
千
　
直
洋
　
義
一

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
由
百
嵐
　
　
　
嵐
恵
ひ

口
井
家
オ
巻
口
日
条
沢
原
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辺
日
中
中
田
野
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十
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野
野
十
桐
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沢
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桐
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人
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須
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仁
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和
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介
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一
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友
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小
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介
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す
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会
告
義
報

呂
留
口

　
四
月
二
十
八
日
、
第
三
回
町
議
会
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
税
条
例
、
国
保
条
例
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
条

例
の
一
部
改
正
、
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
過
疎
地
域
振
興
計
画
（
変
更
）
策
定
と

建
設
工
事
請
負
契
約
二
件
が
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
十
日
町
大
橋

　
　
　
関
連
道
路
を
着
工

税
条
例
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
新

築
住
宅
の
固
定
資
産
税
軽
減
対
象
面

積
が
、
一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら

や
が
て
、
様
変
わ
り
す
る
県
道
と

の
交
差
地
点
（
東
善
寺
・
四
郎
兼
）

二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
申
告
期
限
を
、

今
回
に
限
り
一
月
三
十
一
日
か
ら
四

月
十
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

国
保
条
例
改
正

　
国
民
健
康
保
険
料
限
度
額
が
、
六

十
二
年
度
分
か
ら
、
三
十
七
万
円
が

三
十
九
万
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
軽
減
措
置
の
う
ち
四
割
軽
減

の
限
度
額
が
、
二
十
万
円
か
ら
二
十

万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
条
例
改
正

町
内
名
「
永
久
公
舎
」
を
「
鉄
道

ア
パ
ー
ト
」
と
改
め
た
こ
と
に
伴
っ

て
、
区
域
内
の
町
内
名
も
改
め
ま
し

た
。

　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　■　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　■　　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　■　　　　　　・　　　　　　●　　　　　　■　　　　　　■　　　　　●　　　　　o　　　　　●　　　　o　　　　■　　　　●　　　o　　　o　　　o　　●　　o　　●　　■　o　■　o
●oo

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
承
認

　
六
十
一
年
度
税
収
の
伸
び
分
と
、

除
雪
経
費
の
減
分
を
、
財
政
調
整
基

金
な
ど
の
積
立
金
と
す
る
な
ど
三
千

五
百
十
三
万
二
千
円
の
追
加
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

過
疎
地
域
振
興
計
画
（
変
更
）
策
定

　
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
、
橘
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
が
、

同
計
画
に
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
二
件
を
承
認

　
四
月
二
十
七
日
入
札
し
た
道
路
改

良
工
事
二
件
の
、
請
負
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
、
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
で
、
注
目
の
新
十
日
町
大
橋

と
幹
線
道
路
を
結
ぶ
工
事
が
、
い
よ

い
よ
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
名

請
負
額

請
負
者

工
事
名

請
負
額

請
負
者

町
道
東
善
寺
籠
堤
（
か
ご

づ
つ
み
）
線
改
良
工
事

四
千
三
百
三
十
万
円

植
木
・
羽
鳥
建
設
共
同
企

業
体

町
道
山
野
田
下
平
線
改
良

工
事
五
千
百
万
円

加
賀
田
組
・
吉
楽
土
建
共

同
企
業
体

川
西
町
の
結
果

　
四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
川
西
町
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

◎
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男

　
　
女

　
　
計

◎
投
票
者
数

　
　
男

　
　
女

　
　
計

三
、
三
三
九
人

三
、
五
九
九
人

六
、
九
三
八
人

三
、
〇
九
四
人

三
、
四
〇
九
人

六
、
五
〇
三
人

◎
投
西
蛋
＋

　
　
男

　
　
女

　
　
計

◎
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票

　
　
無
効
投
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

上
村
憲
司

丸
山
惣
吉

藤
ノ
木
太
朗

九九九
三四二
●　　　　　●　　　　 ●

七七六
一一・　　一一畠　⊥

　　ハ　　のノペ

％％％

六
、

五
、

一
一
一
票

　
六
二
票

（
届
出
順
）

五
〇
六
票

五
八
一
票

三
五
四
票

縫
製
懇
町
議
会
に
は
、
定

欝
騰
灘
例
会
と
糠
会
が
あ

　
　
　
　
　
　
り
ま
す

　
定
例
会
は
、
条
例
で
年
四
回
（
三

月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）
開
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
月
に
よ
っ
て
、
審
議
す

る
内
容
も
お
お
む
ね
決
ま
っ
て
い
ま

す
。　
こ
の
ほ
か
に
、
議
会
に
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
案
件
が
生
じ
た
と
き

に
開
く
の
が
、
臨
時
会
で
す
。

　
議
会
の
回
数
は
、
定
例
会
、
臨
時

会
の
区
別
な
く
、
開
か
れ
た
順
番
に

第
一
回
、
第
二
回
と
数
え
て
ゆ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
・
12
午
後
7
時
3
0
分

開
票
開
始
を
告
げ
る

和
久
井
開
票
管
理
者
と
同
立
会
人
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交離協碁恭方針

交通囲亡譲故

ゼ国を国標

嫌

騰

　
四
月
四
日
交
通
対
策
協
議
会
が
開
か
れ
、
六
十
二
年
度
交
通
安
全
対
策

基
本
方
針
が
、
次
の
と
お
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

講、，

目
標

　
近
ご
ろ
ま
た
増
え
て
き
た
交
通
事

故
に
、
歯
止
め
を
か
け
、
そ
の
減
少

に
努
め
る
。
特
に
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
千
日
達
成
を
機
に
、
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
目
標
と
す
る
。

年
間
重
占
鋤
対
策

●
道
路
交
通
環
境
の
整
備

　
事
故
の
起
き
や
す
い
よ
う
な
路
線

や
地
点
の
交
通
規
制
と
、
安
全
施
設

の
整
備

●
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

①
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

平
野
圭
一
一
さ
ん

全
国
土
地
改
良
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰
を
受
賞

　
町
土
地
改
良
区
理
事
長
平
野
圭
二

さ
ん
（
東
善
寺
）
が
、
全
国
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
（
小
坂
善
太
郎

会
長
）
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
い
間
土
地
改
良

事
業
推
進
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
土
地
改
良
関
係
の
主
な
経
歴
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ク32．

4
．
71
）
千
手
町
土
改
・
理
事

4
．
7
．
1

　
　
ク
　
　

14
　
　
7
1
）
川
西
町
土
改
・
理
事

　
　
ク
の
　

躍
．
7
．
鵬
）
同
副
理
事
長

5
．
5
．
2

　
　
　
　
ク

5
　
2
）
同
理
事
長

現
　
　
在

46
・
5
i
　
県
知
事
委
嘱

4
　
1
）

5
・
3
・
3
　
　
換
地
委
員
長

　
一
方
、
昭
和
二
十
六
年
合
併
前
の

千
手
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
三
十

二
年
に
は
、
町
議
会
議
員
に
当
選
。

以
来
、
産
業
建
設
委
員
長
、
副
議
長
、

議
長
を
歴
任
。
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
　
俳
人
・
虚
子
の
高
弟
高
野
素
十
が

来
遊
の
折
、
平
野
さ
ん
を
モ
デ
ル
に

「
午
前
中
苗
床
作
り
午
後
議
長
」
と

詠
（
よ
）
ん
だ
旬
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
「
ひ
た
す
ら
畦
（
あ
ぜ
）
を
塗

り
続
け
て
い
た
の
が
、
今
回
の
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
」
と
語
る
同

氏
に
ぴ
っ
た
り
の
名
旬
が
、
自
宅
の

床
の
間
に
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
い
て
い
ま

し
た
。

の
徹
底

②
幼
児
（
母
親
）
、
児
童
、
生
徒
に

対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
徹
底

③
若
者
、
特
に
高
校
生
に
対
す
る
交

通
安
全
指
導
の
徹
底

④
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安

全
指
導
の
推
進

⑤
交
通
安
全
に
関
す
る
資
料
、
情
報

の
積
極
的
提
供

⑥
広
報
紙
、
ち
ら
し
、
有
線
放
送
、

交
通
指
導
車
等
に
よ
る
広
報
活
動
の

推
進
●
安
全
運
転
の
確
保

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

②
若
者
、
高
齢
者
を
重
点
に
運
転
者

教
育
の
充
実

③
事
業
所
等
に
お
け
る
企
業
内
教
育

と
安
全
管
理
の
徹
底

④
二
輪
車
（
特
に
原
付
車
）
の
安
全

運
転
指
導
の
推
進

⑤
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
の

推
進
●
道
路
交
通
秩
序
の
維
持

①
街
頭
に
お
け
る
交
通
ル
ー
ル
指
導

の
徹
底

②
悪
質
危
険
運
転
の
防
止
と
効
果
的

な
指
導
の
強
化

③
暴
走
族
対
策
の
推
進

●
対
策
推
進
上
の
協
力
体
制

　
各
実
施
機
関
や
団
体
は
、
お
互
い

に
連
絡
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
効
果
的
な
対
策
を
進
め
て
ゆ

く
o委

員
の
顔
ぶ
れ

”””””””””””””””委．製会
　　　　　　　　　　　　　　　員嚢長

南
雲
春
雄

押
木
一
兀
男

南
雲
守

太
田
長
w
宋

平
野
正
義

小
山
美
智
真

藤
田
隆
策

鈴
木
義
一

田
中
箪
郎

小
林
功
七

船
山
春
雄

渡
辺
一
作

鈴
木
政
光

数
藤
一
旦

石
沢
邦
治

小
林
力

関
口
良
平

角
谷
幸
江

丸
山
泰
子

町
長
議
会
議
長

助
役
学
識
経
験
者

同安
協
会
長

同
千
手
支
部
長

同
上
野
支
部
長

同
橘
支
部
長

同
仙
田
支
部
長

警
察
川
西
駐
在

千
手
小
学
校
長

川
西
高
校
長

老
人
交
通
指
導
員

教
育
長

住
民
課
長

建
設
課
長

千
手
保
育
園
長

幼
稚
園
長

鵬
繋
，
、

　
、
　
　
8
、

　
、
∂
、

　
〃
一

、
鴨
、
、
　
　
O

　
　
O

　
　
◎

卿
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寺スキ回角
　
町
商
工
会
と
、
角
万
寺
ス
キ
ー
場

管
理
組
合
の
主
催
で
、
合
宿
討
弧
製
本

「
あ
す
の
川
西
町
を
つ
く
る
進
歩
ジ

ュ
ー
ム
」
が
、
角
万
寺
ス
キ
ー
場
管

理
棟
で
、
四
月
二
十
五
日
午
後
六
時

か
ら
、
翌
日
午
前
十
時
ま
で
か
け
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
進
歩
ジ
ュ
ー
ム
は
、
昨
年
末

か
ら
企
画
準
備
を
は
じ
め
、
招
い
た

講
師
は
、
主
催
者
の
意
欲
を
理
解
さ

れ
て
、
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
討
菰
製
本
の
ね
ら
い
と
し
て
は
、
町

が
抱
え
て
い
る
重
要
課
題
の
過
疎
化

の
対
応
と
、
地
域
開
発
を
い
か
に
進

め
て
い
く
か
、
そ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
講
師
か
ら
実
践
的
な
話
を
う
か

が
い
、
ヒ
ザ
を
交
え
て
語
り
あ
か
そ

う
と
い
う
、
め
ず
ら
し
い
会
で
あ
り

ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
、
三
十
五

クセッションマラソント

人
ほ
ど
は
、
ま
だ
肌
寒
い
深
夜
二
時

に
及
ぶ
ま
で
、
熱
心
に
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。

夜
ふ
け
ま
で
、
ガ
ン
バ
ッ
タ

　
シ
ン
ポ

　
　
進
歩
ジ
ュ
ー
ム

講師とテーマ

化と

の役害
の
青

地
学ぶ

途
地

日本人としての

日
刊

が

　
三
月
二
十
六
日
の
「
日
本
経
済
新

聞
」
第
一
面
に
、
当
町
を
紹
介
し
な

が
ら
地
方
の
問
題
に
触
れ
た
論
評
が

の
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
地
方
自
治
体
の
P
R
時
代

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
を
一

時
間
余
り
で
往
き
来
で
き
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク

の
活
動
や
特
産
物
市
場
拡
大
な
ど
で

「
川
西
」
と
い
え
ば
、
だ
れ
に
で
も

わ
か
る
よ
う
な
町
に
し
た
い
も
の
で

す
。
以
下
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
親
潟
県
縫
辮
繭
欝
灘
縢
豊
曝

謹
騨
讃
蓬
塗
ろ
離
お
愚
、
墨
越
新
韓

線
の
越
後
湯
沢
懸
鑛
車
で
約
一
時
闘

ぽ
謬
北
西
騰
離
薦
羅
嚢
麟
㎜
万
爽
弱

の
瞬
だ
離
、
町
灘
慈
書
類
驚
難
魏
纈

懇
騨
蕎
太
は
ぽ
灘
ん
馨
鱒
な
騨
。
逡

灘
が
簿
難
の
最
表
の
悩
轟
濾
。
自
分

の
町
薮
紹
介
灘
る
薮
き
闘
鞭
露
晦
の

隣
の
』
叢
騨
う
離
置
き
鎌
な
鱒
選
遜

馨
な
糖
。
ぞ
燕
慈
醸
倒
驚
最
犠
塗
鯵

厨
誰
田
町
懸
す
輪
謹
押
磁
通
奮
戴
叢

蓬
瞭
る
。

慧
護
ん
襟
轟
老
で
ぽ
鱒
轍
襟
騨
覆
立

ち
蛋
寮
っ
驚
の
鐵
商
韮
会
鷺
隼
部
。
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繍

　　　驚畿鰯伽㏄
～
㎜
㏄
決
勝
第
2
ヒ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
風
景

　
　
　
　
　
　
　
（
3
・
1
5
）

に
ぎ
や
か
、
大
盛
況
。

　
　
欝
翻
轟
蟹
．
蟹

東
京
で
ふ
れ
あ
い
広
場
を

　
四
月
二
十
六
日
、
都
内
杉
並
区
高

円
寺
中
通
り
商
店
街
で
、
二
回
目
の

広
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
夜
七
時
過
ぎ
に
町
を
発

っ
た
一
行
十
九
人
が
、
そ
ば
、
地
酒
、

笹
だ
ん
ご
、
も
ち
、
山
菜
、
野
沢
菜

漬
な
ど
、
町
の
特
産
品
を
満
載
、
ふ

る
さ
と
の
真
心
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　
町
外
の
町
出
身
者
に
本
紙
発
送
の

際
同
封
し
た
チ
ラ
シ
の
効
果
か
ら
、

都
内
は
も
ち
ろ
ん
千
葉
や
埼
玉
な
ど

各
方
面
の
客
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
た

く
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
つ
き
大
会
、
地
酒
試
飲
会
や

山
菜
試
食
会
に
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
郷
愁
に
ひ
た
っ
た
よ

う
で
す
。
十
分
、
川
西
町
を
売
り
込

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
町
を
広
く
紹
介
す
る
目
的
で
企
画

さ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
今

後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。

　
「
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
リ
ス
ト
」
別
冊
五
月
号
に
、
沖
立
の
柄
沢
和
久
さ

ん
が
「
第
一
回
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
I
N
新
潟
」
と
題
し
て
、
大
会
の

　
も
よ
う
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
所
で
は
、
三
月
十
五
日
現
在

一
四
〇
セ
ン
チ
の
積
雪
で
す
。
こ
れ

で
も
平
年
の
二
分
の
一
。
早
く
春
が

来
な
い
か
と
愛
車
と
も
ど
も
願
っ
て

い
る
日
々
で
す
。
コ
タ
ツ
に
入
っ
て

五
年
来
の
別
冊
M
C
を
読
み
返
し
て

お
り
ま
す
。

　
雪
上
で
行
わ
れ
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
と
い
え
ば
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

と
相
場
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
雪

1
以
下
全
文
転
載
－

　
上
で
オ
ー
ト
バ
イ
を
走
ら
せ
て
み
て

　
は
、
い
や
レ
ー
ス
を
行
っ
て
み
て
は
、

　
と
い
う
突
飛
な
発
想
の
も
と
に
、
三

　
月
八
日
、
第
一
回
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス

　
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
発
案
者
は

　
バ
イ
ク
に
乗
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。
無

　
謀
か
な
と
思
え
、
選
手
が
集
ま
ら
な

　
い
の
で
は
と
の
心
配
も
あ
っ
さ
り
崩

　
れ
、
県
内
外
か
ら
総
数
三
十
六
台
の

　
エ
ン
ト
リ
ー
を
得
ま
し
た
。
中
に
は

十
七
歳
の
女
の
子
も
い
て
、
大
会
に

花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ッ
ク
の
B
G
M
と
エ
キ
サ
イ
テ

イ
ン
グ
な
レ
ー
ス
に
、
観
衆
も
大
喜

び
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
朝
八
時
か

ら
正
午
ま
で
に
、
一
人
の
け
が
も
な

く
八
レ
ー
ス
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
出
走
ク
ラ
ス
は
、
一
二
五
、
二
五

〇
C
C
混
合
、
八
O
C
C
以
下
の
ニ

ク
ラ
ス
。

　
集
ま
っ
た
選
手
諸
君
の
評
判
も
よ

く
、
来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
。
私
た
ち
大
会
役
員
も
、

来
年
は
、
ス
ク
ー
タ
ー
ク
ラ
ス
も
入

れ
、
競
技
内
容
も
充
実
さ
せ
る
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。

　
次
回
の
予
定
は
、
六
十
三
年
三
月

七
日
（
日
）
で
す
。

周
辺
に
糟
く
ら
で
も
あ
る
雪
縫
着
目

難
驚
。
離
隼
園
月
、
菓
票
嚢
愚
円
寺

の
索
蓮
商
鷹
街
馨
ダ
ン
プ
矯
雪
を
運

び
矧
ふ
れ
あ
騨
広
場
編
逡
名
覆
酵
羅

匿
大
懇
雪
だ
る
ま
慈
蓼
裟
嬢
、
地
元

産
晶
の
ぞ
ば
灘
苗
木
を
売
っ
癒
。
継

続
臨
な
嫉
轟
ば
購
の
名
ぽ
売
轟
癒
糖

謹
今
隼
慰
園
簿
叢
牽
難
環
岡
縷
謙

、
灘
襟
擢
難
蓬
開
く
．
町
や
農
協
の
補

勤
繋
繋
灘
類
蓬
睡
聡
隼
霧
難
淑
蓬
　
斡
、
璽
鰻

慈
霞
籠
だ
。

マ
欝
箇
幣
の
國
奎
総
の
糊
東
鎌
集
漁
。

論
驚
鍵
答
地
藩
反
発
蓬
饗
酵
欝
鞭
愚

離
．
現
塞
の
地
叢
の
要
望
ぽ
ぴ
馨
叢

　
類
類
＾
“
蒙
鐵
鱒
。
　
鞠
購
の
熱
塞
態
鰍
翔
籔
欝

ぽ
馨
謹
叢
響
灘
願
願
懇
蜘
嫁
繊
鎌

驚
ぽ
獲
鱒
臨
　
蜘
爽
離
鱒
綴
趨
馳
発
縫

騨
灘
・
ぽ
毯
繊
臨
　
糊
繍
雛
馨
譲
ぽ
態
鱒
雛

畿
繍
講
別
の
裟
麗
灘
お
巻
、
難
薮
ぽ

鱗
縫
繍
、
翰
一
一
醗
鑛
灘
㎜
蒸
灘
壌
描
套
國
㎜
叢
講
鑛

雲
　
灘
⑳
幽
難
欝
灘
繕
⑳
・
纐
鐵
“
．
薦
ぽ
烈
嚢
嬢

翻
欝
鎌
猫
磯
懸
叢
羅
鰺
鐘
錘
分
⑳
心

懸
轟
葛
叢
鞭
¢

驚
灘
鱒
繍
蓬
格
嫌
の
灘
灘
ー
繋
ー
鞭

灘
覇
灘
鐵
欝
心
“
越
雑
欝
灘
綴
畿
ぽ
皿
懸
紹
㎜
醐
㎜

難
霧
鎌
線
綴
盤
鐵
綴
磁
越
後
湯
濃
駅

纐
・
懸
㎜
灘
鎌
㎜
纏
難
雛
惣
慈
鷺
叢
繊
憲
繍
灘
㎜
◎
・

灘
繊
糠
顯
㎜
難
綴
灘
離
購
ぽ
議
薩
聞
欝

　
…
縷
．
釜
薩
難
灘
騰
心
講
懇
の
　
篠
鎌
麟
・

灘
網
灘
雛
欝
懸
撚
鎌
ぽ
懸
鱒
．
鍵
灘
・

』
、
”
鍵
”
灘
“
磯
盤
幽
簸
羅
鎌
鱗
撮
鰯
難
、
雛
灘
　
難
鞭
　

『
灘
難
議
灘
欝
輯
灘
灘
繊
叢
醗
羅
難
懇
p
・

、
灘
麟
灘
鋤
願
総
、
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道
は
六
百
八
十
里

　
明
治
二
十
七
～
八
年
（
一
、
八
九
四

～
九
五
）
の
日
清
戦
争
は
、
朝
鮮
半

島
の
権
益
を
め
ぐ
り
、
日
本
と
清
国

が
衝
突
し
て
起
こ
っ
た
。

　
仙
台
第
二
師
団
管
下
の
在
郷
軍
人

に
動
員
が
下
っ
た
。
村
む
ら
の
応
召

兵
は
、
長
い
白
旗
に
名
を
大
書
し
、

門
出
を
励
ま
さ
れ
た
。
稲
刈
り
た
け

な
わ
の
故
郷
を
あ
と
に
、
六
百
八
十

里
（
約
二
、
六
七
〇
キ
ロ
）
の
道
を
勇

躍
征
途
に
お
も
む
い
て
い
る
。

　
新
発
田
歩
兵
第
十
六
連
隊
に
入
隊

し
た
川
西
出
身
者
は
、
郡
山
ま
で
強

行
軍
し
た
。
軍
用
列
車
で
広
島
に
向

か
い
、
宇
品
港
か
ら
玄
海
灘
を
越
え

山
東
半
島
の
威
海
衛
攻
撃
を
緒
戦
に

大
陸
へ
転
戦
し
た
。

　
　
田
ロ
軍
曹
の
決
意

　
田
口
駒
治
軍
曹
（
木
落
・
後
年
の

橘
村
長
）
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

小
根
岸
の
叔
父
小
海
八
郎
と
国
吉
に

あ
て
た
二
十
七
年
十
月
九
日
付
け
の

手
紙
が
残
っ
て
い
る
（
小
海
八
太
郎

家
文
書
）
。

謝
舞
顯
候
撫
懸
う
轟
・
鐙
鐵
難
器

燕
讐
隼
の
趨
の
ば
瀬
顯
縷
候
闇
．

家
事
向
き
驚
灘
端
御
懸
添
灘
成
嚢

下
叢
纏
驚
羅
、
麟
蓬
蓬
縷
願
撚
畿

ぼ
揆
、
欝
薫
、
蜜
運
帯
の
準
欝
奎

叢
整
騨
、
羅
蓬
蕪
癒
釜
待
纏
の
謬

－
零
略
－
蓑
囎
薩
罪
穰
捧
凝

勇
進
奮
闘
礒
、
穂
煙
弾
繭
欝
鱒
馨

馳
突
燃
難
葭
馨
難
隷
屍
嶽
鐵
懸

ば
懸
を
溝
圏
縷
馨
鯵
灘
逡
蕎
心

歩
巻
後
撚
退
懸
潔
．
籔
黍
男
華
⑳

義
気
薮
顕
襲
、
團
疑
懸
蟻
灘
泰
雛

の
安
き
薩
選
譲
高
続
安
蹴
燃
蓬

講
霧
燕
お
灘
謬
懸
欝
瀬
総
灘
選

釜
誓
う
。
閣
僅
薬
騨
縫
襲
難
身
難

御
保
養
欝
葺
韓
蕎
麹
講
纒
獲
．

嬢
ρ
1
窟
．
　
へ
穿
行
｛
芝
．
ぎ
’
‘
望、
阜
i
な
∫
極
考
、
　
ア

　．舶

　彰
　¢角

　膨1
　溌
　素
　μこ

　雀
　喜

　県
　”　〃

　看
　鴫
　汐

臨

ψ
藩

β
薯
乏
、

7P　　号3　一惣
　
　
　
へ
　
‘
　
　
　
孝
　
　
屯

訂
勢
ナ

ユ
屯
畜

齋、

鮒雛
坤イ　　奪

レ　も　　へ

　　な《
　　k
　　　一
■　　1

，奪鷲

・ノ騰

，1奄与ぞ

姦
〆
は
タ

ぢ「イ

・・多

　イ

，し

　考

筆
ダ

、
禽

、　菟　　　，

、纐“

鰯
櫃賊
獅
　
　
1
　
肇
起轟

　≒　陪

ノ薩
甥，望

　　一　　　一　　　　　　　　　　　■

　
　
　
　
　
ノ
　
リ
　
　
や
　
ト

濾
卿
矧
　
蜘
肱
擦
ー

　
野
沢
軍
医
の
従
軍
記

野
沢
武
三
郎

田口軍曹の手紙

（
野
口
・
克
寿
堂
医

院
長
）
が
、
軍
医
と
し
て
召
集
さ
れ

た
時
の
覚
悟
を
、
そ
の
著
「
明
治
二

十
七
・
八
年
征
清
之
役
従
軍
記
」
の

中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
町

有
野
沢
家
文
書
）
。

　
　
載
垂
髭
集
麗
鶏
鍵
撫
蟹
闘
驚
後

　
筆
心
時
遜
驚
霊
舞
、
灘
役
醗
響
禦

慈
行
鍵
脚
爽
垂
麟
顯
、
余
叢
第
難

表
隊
織
瀞
耀
燕
発
螢
饗
命
牒
霧

　
鱒
懸
濫
溺
》
響
讐
鑑
饗
羅
、

　
　
議
蟹
灘
雛
、
纏
鎌
の
僕
霧
薯

　
叢
待
舞
雛
灘
欝
鞭
菓
難
鶉
峯
欝

朧
前
繍
鍵
難
、
馨
爺
璽
鱒
・
溝

園
兵
）
欝
麗
盤
灘
引
灘
抜
驚
鑓
擬

　
灘
欝
、
灘
雛
灘
競
懸
蕪
海
穣
蕎
鰹

飛
．
撚
灘
．
勢
惣
燃
懸
藝
懸
灘
繊
癒

華
鍛
鱗
藝
曝
）
懸
納
義
盗
穣

　
漆
麗
墨
難
雛
灘
．
紺
爾
送
逡
養

　
滋
告
別
難
雛
郷
灘
翔
盤
辮
灘
圏
離

離
拳
時
國
華
分
．
灘
雛
鐵
騰
黎
驚

盤
発
欝
劉
膨
．
余
嚢
麹
騰
篠
灘
雛

獺
離
懇
。
禁
．
陸
璽
叢
簿
簗
緩
講

禦
服
講
蓼
撚
．
癒
誰
禦
糠
章
灘
侃

　
穣
纏
鎌
、
第
一
種
帽
繋
緯
鐵

懸
．
今
欝
繋
離
劉
灘
國
家
鰹
難
灘

叢
叢
霧
鷺
鍵
命
灘
犠
牲
灘
供
鎌
．

　
欝
心
蟹
期
灘
鎌
饗
念
雛
灘
灘
鐵
灘

送
迎
警
議
欝
別
灘
蘇
爆
．

野
沢
は
、
出
征
前
に
広
島
に
か
な

り
の
期
問
滞
在
し
、
戦
場
に
向
か
う

兵
士
や
、
軍
夫
の
身
体
検
査
に
忙
殺

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
り
の
記
述
か

ら
、
無
敵
を
誇
っ
た
日
本
陸
軍
も
、

見
え
な
い
敵
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
当
広
島
群
簗
惣
鷺
密
売
婦
叢
簾

　
盛
灘
雛
翼
雛
、
特
蒸
鑑
鋲
及
馨
羨

　
鞭
架
橋
縦
列
鑓
宿
奢
漢
然
禦
．
灘

　
繍
藻
愛
憐
蒲
構
懸
病
）
識
灘
灘
鎌

　
驚
鍵
多
蘇
、
灘
欝
獄
羅
防
鑓
欝
灘

　
翻
薩
将
校
遜
国
、
心
週
盤
度
鑓
身

　
体
検
糞
、
兵
漫
麟
禦
爽
懸
霧
．
漆

　
隷
灘
欝
難
欝
余
瀦
灘
鍵
潔
陰
部
講

　
検
査
懸
叢
』
週
一
華
裁
欝
講
繋
握

　
叛
。
叉
蕪
鍵
．
駿
雛
発
発
懸
撚
厳

　
罰
雛
処
鐵
鎌
欝
懸
繊
建
鐵
。
災
、

　
料
理
庵
愛
総
遊
郭
鍵
登
楼
鎌
晃
購

　
幾
鎌
懸
然
懇
。

　
　
戦
勝
を
祝
う
村
む
ら

　
日
本
軍
は
、
豊
島
沖
や
黄
海
の
海

戦
で
勝
利
を
収
め
、
ま
た
た
く
う
ち

に
遼
東
半
島
を
制
圧
し
た
。
国
民
の

戦
争
へ
の
理
解
と
関
心
は
熱
狂
的
に

高
ま
り
、
各
地
で
戦
勝
祈
願
祭
が
行

わ
れ
た
。
勝
報
が
伝
わ
る
と
祝
賀
行

列
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
村
の
若
い
衆
は
、
兵
隊
の
は
く
わ

ら
じ
を
作
っ
て
献
納
し
、
娘
た
ち
は

ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
を
採
っ
て
供
出

し
た
。

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
、
管
内
の
村

む
ら
に
盆
踊
り
禁
止
の
お
ふ
れ
が
出

て
い
る
（
田
村
俊
一
家
文
書
）
。

撫
、
團
塗
震
驚
雛
灘
惣
．
萎
饗
禦
懸

灘
灘
、
遠
征
藁
藩
騨
墾
譲
鋤
饗

華
螺
雛
灘
生
命
謬
顧
譲
議
一
慧

灘
懸
難
家
鍵
灘
欝
粉
欝
鰹
凝
燗
灘

鑓
蕃
難
饗
繋
禦
、
認
鍵
麟
滋
覇
嬰

羅
蘇
灘
薫
圏
難
薮
鎌
叢
灘
悠
灘
鐵

適
放
駿
灘
舞
鱗
滋
繕
拳
総
鎌
浸
螺

侠
楽
灘
騨
灘
繊
篠
様
馨
雛
瀬
穣
溝

無
撚
ー
嶽
華
賂
ー

　
　
戦
後
は
台
湾
鎮
定
へ

　
大
陸
で
の
戦
雲
が
収
ま
る
と
、
新

発
田
歩
兵
第
十
六
連
隊
は
、
新
領
土

と
な
っ
た
台
湾
の
鎮
定
に
派
遣
さ
れ

た
。
　
気
候
や
風
土
の
ま
っ
た
く
異
な
る

台
湾
で
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
熱
病

に
お
か
さ
れ
る
者
が
多
く
出
た
。
片

桐
重
吉
（
野
口
）
清
水
清
八
（
寺
ケ

崎
）
田
中
喜
二
郎
（
室
島
）
星
名
惣

治
郎
（
上
野
）
高
橋
繁
蔵
（
同
）
星

名
桂
太
郎
（
伊
勢
平
治
）
の
六
人
が

帰
ら
ぬ
人
と
と
な
っ
た
。

　
川
西
町
で
は
、
奉
天
附
近
の
激
闘

で
野
沢
正
作
（
野
口
）
と
高
橋
忠
治

郎
（
室
島
）
の
二
人
が
、
戦
死
し
た

だ
け
な
の
に
、
台
湾
で
の
病
没
者
は

そ
の
三
倍
と
い
う
悲
惨
な
結
果
に
終

わ
っ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
戦
争
に
勝
利
し

た
こ
と
で
、
わ
が
国
の
国
際
的
地
位

は
著
し
く
向
上
し
、
国
内
に
お
け
る

資
本
主
義
は
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
岩
瀬
　
金
子
幸
作
）
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i量器　　
定期検査が
実施されます

十言口

　正しい計量が行われるために、　r取

引上や証明用に使用する計量器」は、

県が実施する3年に1回の定期検査が

義務づけられています。

ぞ
4
峰
い
け
い
霧
ふ
ろ
さ
レ
C
蓼
さ
ん

田

舎
自
慢

野
　
菜

　
　
　
　
浦
和
市

　
若
草
も
え
る
季
節
、
き
び
し
い
雪

の
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

元
気
に
農
繁
期
を
迎
え
ら
れ
た
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

　
わ
が
家
の
庭
に
は
、
田
舎
か
ら
大

切
に
持
っ
て
来
た
イ
カ
リ
草
や
シ
ャ

ボ
ン
花
が
、
今
年
も
か
わ
い
い
花
を

よ貿　
力
　
　
ら

濁
川
君
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
赤
谷
出
身
）

咲
か
せ
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
住
ん
で
か
ら
二
十
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
越
し
て
き
た

当
時
は
、
一
面
の
原
っ
ぱ
で
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
開
け
て
、
わ
ず
か

ば
か
り
の
畑
を
、
大
切
に
耕
し
て
い

ま
す
。

　
隣
の
富
士
見
市
に
住
む
同
郷
の
ご

夫
婦
が
、
折
お
り
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
し
な
が
ら
、
野
遊
び
気
分
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
赤
谷
の
叔
父

が
、
い
ろ
い
ろ
な
苗
を
送
っ
て
く
れ

日　時 会　場 対象地区

6月25日（湘

9：00～11：30
13：00～15：30

千手ライスセ

ンター
千　手

6月26日徐）

9：00～11：30
13：00～15：30

上野ライスセ

ンター

上　野
仙　田

6月27日田
9：00～12：00

橘ライスセン

ター
橘

一産業課商工観光係一

ま
需
都
会
で
藁
ル
纏

や
イ
ト
ゥ
リ
な
ど
、
穫
れ
る
と
食
べ

方
の
説
明
つ
き
で
、
ご
近
所
に
配
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
得
意

に
な
っ
て
田
舎
の
自
慢
を
す
る
の
も

こ
の
時
で
す
。

　
カ
ボ
チ
ャ
苗
を
ユ
ウ
ガ
オ
と
勘
違

い
し
て
柴
（
し
ば
）
を
立
て
、
な
か

な
か
上
ら
な
い
つ
る
を
心
配
し
て
い

る
う
ち
に
、
花
が
咲
き
、
や
っ
と
カ

ボ
チ
ャ
と
気
付
い
て
、
笑
わ
れ
た
り

も
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
ま
た
、
楽
し
み
な
が
ら
畑

仕
事
に
精
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ふ
る
さ
と
は

な
つ
か
し
く
思
う
も
の
で
す
。

　
川
西
町
の
発
展
を
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

⑯

三
年
経
ち
ま
し
た

標
　
準
　
小

　
標
準
小
作
料
は
、
農
地
法
で
①
決

め
て
か
ら
一
二
年
経
っ
た
と
き
、
②
生

産
費
や
農
産
物
価
格
に
著
し
い
変
動

が
生
じ
た
と
き
、
に
改
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
①
の
三
年
後
の
年
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
町
農
業
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で
ど
お
り
据

え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
標
準
小
作
料
は
、
原
則
と
し
て
、

粗
収
益
か
ら
生
産
費
と
経
営
者
報
酬

10アール当たり準小作料標

　
　
　
乍
　
　
斗

　
　
　
イ
　
　
山
不

を
控
除
し
た
額
を
、
土
地
に
帰
属
さ

せ
る
土
地
残
余
方
式
で
、
十
ア
ー
ル

単
位
で
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
小
作
料
（
賃

貸
借
料
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
す
人
と

借
り
る
人
双
方
の
話
し
合
い
で
決
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
こ
の

標
準
小
作
料
を
参
考
に
上
下
三
〇
％

以
内
の
額
に
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

農地の区分
小作料の

標準額
備　　　　　　　考

田
　
　
　
の
　
　
　
部

一
般
地
域

1級地
　　　円

27，000

団体営ほ場整備田と共済収量等級

9等級以上

2　〃 23，000 共済収量等級10等級以下

3　〃 20，000 〃　　13等級以下

県
ほ
地
域

1級地 32，000 整形田で共済収量等級9等級以上

2　〃 27，000
不整形田と共済収量等級

　　　　　　　　　10等級以下

畑
　
　
　
の
　
　
部

1級地 14，000
固定資産税課税標準等級の

　　　　　　　　1～3等級

2　〃 10，000
〃
　
　
　 4～6等級

3　〃 8，000
〃
　
　
　 7一・10等級

4　〃 4，000
〃
　
　
　 11等級以下
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⑳⑦㊦、

暖
口
目
認

　　存電の　、　、
！ゆ　あ喫0りせ

6月3日（水）午前8時半～正午

　越ケ沢、田戸の全部。

1禦時半～4時半霜網

16羅篇前9時～正午」

～軸繊醐磯禦穂磁華趨舞鋤騨鍵

rl心配ごと相談
5月20日（水）……克雪センター

　　27日（水）……総合センター

6月3日（水）……E野コミセンター

　　10日（水）……橘公民館

　　17日（水）……克雪センター

※時間は午後1時～3時です。

　移動交通事故相談

6月1日（月）

十日町市役所

受付は午前10時～2時です。

フ事業団

外協力隊

会日程
日　　時 場　　　　所
5月12日（火）

18：00～21：00
新潟市　新潟シル
バーホテル3階

5月22日徐》

18：00～21：00
長岡市　長岡文化
会館3階

5月23日仕）

17：30～20：30
新潟市　新潟シル
バーホテル3階

1－1）腎

長
岡
駅

厚生
会館

　　　　　　5分一一一一一鱒一一一一一一一一、大和．
　　　　　　　　　　亀　アハート

國［團昼］

汐政化多

　
　

　
2
5
1

　
一
n

場
1
7

　
一
一

会
乱
潟
弊
新
蟹ヂ

」
E
「

旧
唱
貼

□
口
附

塗
特

魎ヨ…”し」じ』ホテル

（問い合わせ先）

　県民公報課外事係

　　暦025－285－5511
　　　　　　　　（内線2117）

　　婦人就業技術講習生

　　　　募集案内
申込受付期間
　　5月11日（月）～5月25日（月）

申込受付場所

　中越地区婦人就業援助相談室

　　〒940長岡市中沢町太田
　　（長岡公共職業安定所内）

　　智　（258）　32－1181

　魚沼地区婦人就業援助相談室

　〒949－66南魚沼郡六日町八幡
　　（六日町公共職業安定所内）

　　智　（258）　72－3157

講習期間・時間
　6月8日（月）～7月24日（月）
　　（毎週祭日を除く月・水・金）

　毎日9時30分～3時30分

内　容 場　　所 所在地・電話番号

ミシン縫製

（工業用ミシン）

スカート。ブ
ラウス等の製
作

真柄学園
新潟市西堀通5－838－1

　　（025）222－7010

北陸ビジネス
デザイン専門

学　　　校

長岡市福住3丁目

　　（0258）32－0288

高田職業訓練

校大町分校
（高田文化学園）

上越市大町2丁目

　　（0255）23－4021

五泉服装
専門学校

五泉市寺沢1丁目

　　（0250）43－1354

編物（機械編）

セーター・カ
ーデガンの製
作等

真柄学園
新潟市西堀通5－838－1

　　（025）222－7010

ワープロ初級
南魚沼高等

職業訓練校

六日町西泉田

　　（0257）72－2557

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
．
移
乙

　
　
　
　
　
　
ツ
。
頓

　
　
　
　
　
▽
　
巡
つ

　
　
　
　
　
診
カ

ー
…
－
…
…
…
…
－
…
…
…
…
－
⑫

ワ
斎
木
正
幸
さ
ん

り
　
　
　
　
一
恵
さ
ん

　
　
　
　
（
高
柳
町
か
ら
）

ず
う
ー
っ
と
待
っ
て
た

　
14
年
振
り
の

　
　
　
お
嫁
さ
ん

　
嫁
不
足
が
深
刻
さ
を
増
す
中
で
、

小
脇
に
昨
年
秋
祝
言
が
あ
っ
た
と
き

き
、
新
婚
さ
ん
家
庭
を
訪
問
し
ま
し

た
。
　
三
夫
婦
お
元
気
で
、
仲
む
つ
ま
じ

く
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
様
子
に
、
胸

を
熱
く
し
ま
し
た
。

灘
　
灘

難

　
出
会
い
か
ら

ワ
　
後
継
ぎ
な
の
で
、
都
会
か
ら
U

タ
ー
ン
し
、
高
柳
町
の
会
社
に
勤
務

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
町
出
身
の
彼

女
と
巡
り
会
い
ま
し
た
。
職
場
に
は

若
い
人
が
大
勢
い
ま
す
が
、
中
で
も

一
番
若
く
気
立
て
の
い
い
女
性
を
…

と
燃
え
ま
し
た
。

り
　
正
幸
さ
ん
の
す
べ
て
に
ひ
か
れ

ま
し
た
。
デ
ー
ト
コ
ー
ス
は
柏
崎
方

面
で
し
た
。
二
人
で
日
本
海
の
夕
日

を
眺
め
な
が
ら
「
こ
の
人
し
か
い
な

い
」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
新
婚
生
活
は

ワ
　
通
勤
も
職
場
も
、
も
ち
ろ
ん
家

庭
で
も
い
つ
も
二
人
は
一
緒
で
す
。

り
　
地
域
の
人
も
家
族
も
、
ほ
の
ぼ

の
と
あ
た
た
か
い
方
々
ば
か
り
で
幸

せ
で
す
。
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、

い
ま
青
春
し
ち
ゃ
っ
て
る
っ
て
感
じ

で
す
。－

議
鰯

　新婚さんのように

仲むつまじい親子三代の

　斎木さんごr家
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善詣　　忌
囹
一
般
寄
付

県
教
職
員
組
ム
・

（
敬
称
略
）

一
万
円

圃
広
報
発
行
に

渡
辺
芳
子
（
相
模
原
市
）

青
木
ユ
リ
子
（
川
口
市
）

吉
岡
澄
子
（
上
尾
市
）

北
堀
享
二
（
板
橋
区
）

力
石
敏
枝
（
北
区
）

上
野
出
身
（
横
浜
市
・
匿
名
希
望
）

柄
沢
ヨ
シ
（
佐
倉
市
）
　
　
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

相
崎
京
子
（
沖
立
）
　
　
　
五
万
円

松
葉
荘
利
用
客
　
　
　
五
千
九
百
円

囹
民
俗
資
料

清
水
チ
ョ
（
下
平
新
田
）
大
箱
ほ
か

窪
田
勝
一
（
伊
友
）
ぶ
ど
う
徳
利
ほ
か

羽
鳥
又
一
（
伊
友
）
柱
時
計

千
手
郵
便
局
（
高
橋
利
一
局
長
）
丸

型
ポ
ス
ト
（
昭
和
三
十
年
当
時
の
も

の
）　

　
　
　
藤

　
　
　
　
　
　
漕

て
困
る
」
　
「
不
親
切
な
扱
い
を
受
け

た
」
　
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」
　
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ノ∫、くし

裁定請求

　
　
ぢ
翁
h

’
＾
っ
》
．

苦
情
や
相
談
を

　
　
　
行
政
に
反
映
さ
せ
る

行
政
相
談
委
員
に
滋
野
さ
ん

務
庁
長
官
が
お
願
い
し
た
方
で
、
全

国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
野
ロ
の
滋
野
サ
ダ
さ
ん
が
、
四
月

一
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
電
話
六
八
i
三
七
八
○
番

　
有
線
　
五
三
三
三
番
で
す
。

　
相
談
は
、
道
路
、
河
川
、
年
金
、

国
税
、
登
記
、
公
害
、
生
活
保
護
、

交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
「
説
明
に

納
得
が
で
き
な
い
」
　
「
処
理
が
遅
く

輸1行政
鎗　

　
　
‘
　
、
．

　
容
、

　
　
♂
　
　
．

　
δ

　
じ
ゆ

　
ヤ《
9
”
1

ム
・
㌧

’

　
　
　
．
㌧
」

　
劇

　
ロ

考
．

わんきん

　
　
ノ
ノ

　
　
　
　
’

■
ウ
。
－

　
　
　
へ
じ

　
　
　
ヘ

　
　
ヘ

グ
　
ノ
ー

　
私
た
ち
が
行
政
に
対
す
る
苦
情
を

申
し
出
る
際
、
身
近
な
“
窓
口
”
に

な
っ
て
く
れ
る
の
が
「
行
政
相
談
委

員
」
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
総

1
年
金
を
受
け
る
に
は
ー

国
が
、
大
勢
の
受
給
権
者
に
つ
い

て
、
個
々
に
権
利
が
発
生
し
た
か
ど

う
か
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
そ
こ
で
、
各
人
が
そ
の
事
実
が
発

生
し
た
ら
、
役
場
を
経
由
し
て
社
会

保
険
事
務
所
へ
、
年
金
の
裁
定
請
求

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
を
、
受
給
権
の
裁
定
と
い
い

ま
す
。

1
年
金
の
支
払
時
期
－

　
年
金
は
、
三
カ
月
分
か
四
カ
月
分

を
ま
と
め
て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
新
制
度
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一

日
以
後
）
の
年
金
は
、
毎
年
二
月
、

五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
四
回
に
分

け
て
、
前
三
ヵ
月
分
ず
つ
支
払
わ
れ

ま
す
。

　
旧
制
度
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
三

十
一
日
以
前
）
の
年
金
は
、
毎
年
三

』委鱒1才ノ』

月
、
六
月
、
九
月
、

年
金
は
十
一
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
は
、

二
月
、
五
月
、
八
月
、

四
回
払
い
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
年
金
は
、
四
月
、
八
月
、
十

一
月
の
年
三
回
払
い
で
す
。

1
年
金
の
支
払
方
法
ー

　
年
金
の
支
払
い
は
、
希
望
し
た
銀

行
か
郵
便
局
で
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
銀
行
か
農
協
を
希
望
の
場
合
、
各

支
払
月
に
「
振
込
通
知
書
」
が
送
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
、
い
つ
で
も

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
局
を
希
望
の
場
合
、
各
支
払

月
に
「
支
払
通
知
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
。
そ
の
通
知
書
の
「
受
領
証
」
欄

に
記
名
押
印
し
て
、
年
金
証
書
と
一

緒
に
持
っ
て
い
け
ば
、
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
　
，
　
　
、

　
　
働
　
　
、

　
　
　
　
　
、

　ノ

　
，
、
　
、

年
金
証
書

　
　
〃
　
　
0

　
　
　
　
　
ノ

　
　
一

　
　
　
　
’
　
　
ノ

　
　
鴨

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
’

　
　
，

　
　
。
　
　
　
　
　
’

　
　
　
＋
一
一
月
（
老
齢

　
　
　
A
7
年
か
ら
、

　
　
　
十
一
月
の
年

〆
　
　
　
一
　
　
　
、
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う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

村藏
越品
麻嚢こ
美み梢亥

　
　
　
ま
こ
と

山
家
　
　
真

　
　
　
ゆ
う
へ
い

山
家
悠
平

　
　
　
あ
き
ひ
こ

高
橋
明
彦

　
　
　
じ
ゅ
ん
や

村
越
隼
也

　
　
　
け
ん
た

清
水
健
太

㈹1・
正
　
俊

　
　
　
長
女
霜
条

せ
い
子

浩
　
明

　
　
　
二
女
野
　
口

か
お
る

　
実
　
　
　
一
一
男
木
　
落

の
り
子

勝
　
一

　
　
　
長
男
木
　
落

三
枝
子

郁
　
男

　
　
　
長
男
坪
　
山

党
　
子

益
　
男

　
　
　
一
一
男
野
　
口

洋
　
子

昌
　
昭

た
か
子
長
男
上
野

鐸
》
セ
レ

曝
璽
贋

』鱒
、
太
田
白
南
風
選

　
童
7
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

〇
三
級
の
僻
地
に
馴
れ
て
大
朝
寝

束
の
間
の
仮
の
店
舗
や
黄
水
仙

板
塀
を
越
え
て
隣
の
小
米
花

　
ひ
と
山
は
辛
夷
さ
か
り
や
小
径
行
く

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

○
朧
夜
の
と
も
し
び
の
こ
る
集
会
所

花
冷
え
や
開
店
休
業
屋
台
店

花
衣
脱
げ
ば
花
片
舞
ひ
落
ち
し

　
　
　
　
め
ぐ
み
一
　
浩

木
村
　
　
萌
　
　
　
　
二
女
仁
　
田

　
　
　
　
　
　
こ
ず
え

　
　
め
い
こ
正
樹
　
新
町

丸
山
芽
衣
子
美
子
長
女
新
田

　
　
　
　
峰
し
基
治
郎

丸
山
岡
　
三
男
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
と
し
子

井
島
畷
難
長
論
野
細

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小白桐数酒星上相
林井生藤井名村崎

カセ重ノ宗サト孝
ネイ吉イ平トミー
91　90　90　82　81　78　77　40

パ　 ハ　 パ　 ハ　 パ　 ハ　 ハ　 ハ
勝眞四寅　セ正本
　　方　忠
國一吉夫　 ツ男人）　）　）　）　）　）　）　）

中寺大沖中沖上沖
仙　白　央
田尾倉立町立野立

　
き
わ
立
ち
て
濃
淡
あ
り
し
土
手
蓬

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

○
片
栗
の
一
谷
を
占
め
咲
き
群
る
・

　
一
片
の
落
花
浮
き
た
る
野
点
椀

片
栗
に
触
れ
て
ふ
る
さ
と
恋
い
に
け
り

空
堀
に
か
・
る
木
橋
や
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

花
冷
え
の
花
の
ま
ば
ら
に
人
ま
ば
ら

己
が
影
畝
を
行
き
つ
・
種
を
蒔
く

花
辛
夷
匂
う
昔
の
馬
の
道

句
碑
一
基
礎
石
の
小
さ
花
董

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

た
ん
ぽ
・
を
供
え
て
過
ぎ
し
供
養
塔

枝
張
り
を
大
き
く
広
げ
山
毛
棒
若
葉

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　 ハ　　 　　　　　　　 　　　　　　　 ハ　　　ハ
長大桑山登星福水飯野喜齋丸高中田
　　　　　　　　　　多
島嶋原家坂名島品面澤見木山橋村中

孝昌早健和一滋成礼　恵　実一康克
　　　　　　　　　　美　和
子信苗一子弘子良子勉子晋子志子典

小
白
倉

長
岡
市
か
ら

三
領

神
奈
川
県
か
ら

高
倉

福
島
県
か
ら

野
　
口

東
京
都
か
ら

新
町
新
田

＋
日
町
市
か
ら

沖
立
岩
瀬
か
ら

上
野

中
里
村
か
ら

新
町
新
田

神
奈
川
県
か
ら

山
里
は
日
暮
れ
て
花
の
お
ぼ
ろ
月

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

雪
解
け
の
町
ふ
く
ら
み
て
音
き
こ
ゆ

聞
き
直
す
テ
ー
プ
の
図
書
や
春
眠
し

玄
関
の
日
だ
ま
り
に
咲
き
桃
匂
う

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

杉
の
穂
の
天
辺
に
居
て
鳶
う
ら
・

背
な
の
児
を
お
ろ
し
て
ど
っ
と
花
疲
れ

　
　
　
　
八
王
子
市
田
中
　
ひ
さ

散
り
敷
き
て
掃
く
に
も
惜
し
き
桜
花

駅
前
の
桑
の
街
路
樹
芽
吹
き
初
む

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

蕗
の
と
う
茎
丈
の
び
て
摘
み
の
こ
り

リ
ウ
マ
チ
と

マ
ッ
サ
ー
ジ

　
健
康
の
時
は
気
に
か
け
な
い
体
の

こ
と
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
で
も

な
っ
て
し
ま
う
と
さ
あ
大
変
で
す
。

　
が
ん
ば
り
ぬ
い
て
、
リ
ゥ
マ
チ
を

克
服
し
た
、
田
中
千
代
さ
ん
（
木
落
）

に
、
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　
六
年
程
前
の
冬
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た

ら
急
に
全
身
の
節
ぶ
し
が
ツ
ク
ツ
ク

と
痛
み
出
し
、
全
然
動
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
病
院
で
は
、
　
「
多
発
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
」
と
い
う
診
断
で
し
た
。
治
療

も
受
け
た
の
で
す
が
、
痛
み
は
と
れ

な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
い
よ
う

な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
の
放
送
や
知
人
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い
た
り
、
教
え

て
も
ら
い
、
す
べ
て
の
こ
と
を
や
っ

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
か
な
か

よ
く
な
ら
ず
、
　
コ
時
は
ど
う
な
る

の
か
な
凶
と
考
え
、
あ
せ
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

　
ぞ
ん
な
時
、
思
い
つ
い
た
の
が
、

痛
い
部
分
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と

で
し
た
。
最
初
は
も
の
す
ご
く
痛
い

け
れ
ど
、
百
回
位
も
こ
す
っ
た
り
、

も
ん
だ
り
す
る
と
痛
み
も
い
つ
し
か

消
え
る
の
で
す
。

　
そ
れ
と
、
二
十
年
も
前
か
ら
「
ド

ク
ダ
ミ
」
「
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
」
「
シ

ソ
」
　
「
サ
サ
」
な
ど
と
い
っ
た
野
草

を
夏
場
に
採
っ
て
陰
干
し
を
し
て
、

ず
う
っ
と
飲
ん
で
い
ま
す
。
フ
ロ
に

も
入
れ
る
時
は
、
ナ
ベ
で
煮
て
、
こ

し
て
か
ら
入
れ
る
と
、
体
が
ス
ベ
ス

ベ
、
ポ
カ
ポ
カ
し
て
よ
く
眠
れ
ま
す
。

　
自
分
で
、
「
こ
れ
は
よ
い
」
と
思
う

こ
と
を
進
ん
で
や
っ
た
こ
と
が
よ
か

っ
た
の
か
、
い
ま
で
は
健
康
体
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
分
で
作
っ
た
野
菜
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
数
い
っ
ぱ
い
食
べ
る

こ
と
が

享
程
ん
と
い
．
て
も
健
康
第
騒

　家族の理解で続けている日

本舞踊は、心と体の気分転換
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